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光⼦数識別測定における 2つの重要な指標「光⼦数識別能」・「光⼦検出時刻の揺ら
ぎを表すタイミングジッター（時間分解能）」に関して⾼い性能を持つ光⼦数識別器
は、様々な分野における応⽤可能性を秘めている。例えば、光量⼦情報処理分野にお
いて光⼦数識別測定は⾮古典的な量⼦状態である⾮ガウス型状態の⽣成に⽤いられ
る。その際⽣成できる状態の精度・多彩性には光⼦数識別能が、状態⽣成時刻の正確
な把握には時間分解能が寄与するため、上記の 2つの性質は重要である。また、光を
⽤いた距離計測技術である LiDAR では従来⾼い時間分解能を持つ単⼀光⼦検出器が
利⽤されてきたが、⾼時間分解能と⾼光⼦数識別能を両⽴するデバイスを⽤いれば計
測物体までの距離だけでなく計測光の強度という新たな情報を取得できる。このよう
に、⾼時間分解能と⾼光⼦数識別能を両⽴する光⼦数識別測定器は、量⼦情報処理・
量⼦計測等多彩な分野において応⽤が⾒込まれる。 
しかしながら、数⼗ ps程度の低いタイミングジッターを持つ超伝導ナノワイヤ型光
⼦検出器（SNSPD）は近年の研究でも 5 光⼦程度の識別が限界であり[1]、⼀⽅で 20
光⼦以上の光⼦数を識別できる超伝導転移端センサ（TES）は⾼速のものでも数 ns程
度の⼤きなタイミングジッターを持つ[2]ため、従来⾼時間分解能と⾼光⼦数識別能の
両⽅を実現する検出器は存在していなかった。本研究では Fig.1 に⽰すように、2 つ
の異なる性質を持つ検出器（TES と SNSPD）を並列化することで両者を満たす新た
な光⼦数識別測定⼿法を提案するとともに、光⼦数識別能（Fig.2）・時間分解能を実
験的に推定した。本発表では提案⼿法の説明と実験結果について紹介する。 
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Figure 2 提案⼿法 Figure 1 POVMの理論値と実験値 (左)全体 (右)Output=4  
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